令和２年１２月２４日（金）
第２学期　終業式　校長講話
はじめに
　おはようございます。本日、ここに無事、第２学期終始業式を迎えられることを大変うれしく思います。今年もあとわずかになりました。今年は新型コロナウウィルス感染拡大防止から日々、様々な行動の制約を受けて生活を送らねばなりませんでした。リモートによる新たな学習様式、大きな学校行事である文化祭、体育祭、ロードレース大会等が残念ながらの中止となりましたが、１１月にはＥＵの講演会がありました。駐日ＥＵ代表部バウハウト１等参事官のお話からこれからのグローバル社会の一員としての姿勢について啓発を受けました。
　さて、明日より冬季休業に入ります。現在、埼玉県内の医療体制が厳しい状況であります。新型コロナウイルス感染者数を抑止して適切な医療業務が遂行できるように感染予防が極めて重要です。そのため１２月２５日から１月１７日まで県内のすべての県立高校、特別支援学校での部活動が原則中止となり、登校時の３密回避から１月７日から１５日までの時差通学・短縮授業の対応となります。引き続き感染防止にみなさんの理解と協力をお願いするとともに、３つの学校文化をベースに進路実現へ向け持てる力を伸ばすため惜しみない努力を期待します。

　では、第２学期終業式にあたり、私からは、①第２学期の振り返り②新年の目標設定について、お話しします。
１　第２学期の振り返りから
　まず、第２学期始業式の際、第２学期の目標設定として、３つの学校文化についての期待をお話ししたことについて、その達成状況について振り返ります。
(1)　 「自学の文化」から自ら学ぶ習慣をつくる。
　まず、「自学の文化」について、始業式では早起きの生活習慣ややらざるを得ない課題設定を日常化してほしいとお話ししました。引き続き、「朝自習」や放課後の補習に取り組んでいました。定期考査の際には、多くの生徒が「朝自習」に取り組んでいました。しかし、期末考査以降は、寒さも厳しく、減少傾向がみられます。３年生の皆さん、共通テスト試験は午前９時半からの試験開始です。冬休み中の年末・年始についても、普段通りの生活リズムを維持して「平常心」を養っておいてください。自分のパフォウマンスを上げるかは、基本的生活習慣を身に付けるか付けないか次第です。継続は力なり。努力は裏切らない。
(2)　 「部活動の文化」から平常心・実践能力を養う。
　次に、｢部活動の文化」について、始業式では、「己に勝つ、自分に妥協しないということが大切です。自分に甘えているうちは成長しない。本校生もこの「凡事徹底」をよく実践し、本年度は、ギター部・美術部が全国総文祭へ、もちろん、他の文化部・運動部の皆さんも各コンクールや大会で大いに活躍してくれました。大切なことは、「鍛錬」を続けることです。「部活動の文化」の目指すものは、「善い心と体」を作り上げることです。引き続き頑張ってください。
(3)　 「学校行事の文化」から美・感性を追及してほしい
　最後に、「学校行事の文化」については、コロナ禍で大きな学校行事が中止となりましたが、文化祭代替行事　坂戸高校芸術祭 STARTs、学年行事のスポーツ大会でも、全力を尽くす、仲間と励まし合う・支え合う、仲間を信じて応援する、このような坂高生の美しい姿が随所に見られました。どんなに学力の偏差値が高くても、どんなに部活動が強くても、この人間としての「品性」が卑しくては、社会では決して認められないでしょう。「美意識」と「感性」を磨き続けてください。
　
２　新年の目標設定

　さて、新しい年に向けて、３年生は最後の追い込みを、１・２年生は新たなる目標設定をするところでしょう。２年生は３年０学期として第一志望宣言を出す時期となりました。
　その新しい年を善いものとするために一つのアドバイスします。それは、１月１日に複数の新聞を読むことです。全国には、読売・朝日・毎日・産経・東京・日経など大きな新聞社が６つあります。その各紙が総力を挙げて、新しい年の展望を語っています。読み比べてみると、必ず自分自身に必要な情報も手に入るはずです。ぜひ、やってみてください。
おわりに

　では、皆さんが充実した冬休みを過ごし、来年１月７日（月）の第３学期始業式に、全員が新たな目標を胸に、元気な姿で登校することを祈っています。皆さん「よいお年を」。
